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い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
七
月

有
川
大
尉
、
山
口
、
大
村
軍
曹
四
機
、
屛
東
上
空
の

防
空
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
出
撃
。
屛
東
上
空
に
て
二
時
間

上
空
掩
護
を
し
て
帰
還
す
る
。

昭
和
二
十
年
七
月

シ
ナ
海
海
岸
偵
察
の
た
め
、
四
機
出
撃
。
途
中
、
悪

天
候
の
た
め
三
機
帰
還
。
木
村
曹
長
の
み
無
事
任
務
を

完
遂
し
て
、
夜
間
飛
行
に
て
帰
還
し
、
師
団
長
よ
り
賞

詞
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
朝

飛
行
機
試
運
転
、
中
国
上
海
飛
行
場
経
由
、
北
朝
鮮

に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
が
中
止
の
命
あ
り
。
正
午
、
天

皇
陛
下
の
玉
音
放
送
あ
り
、
終
戦
を
知
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日

早
朝
二
時
頃
、
部
屋
に
て
銃
声
聞
き
、
起
き
て
み
る

と
玄
武
特
攻
隊
要
員
の
少
飛
一
〇
期
生
の
栗
木
軍
曹
が

拳
銃
を
く
わ
え
て
自
決
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
九
月

台
中
の
奥
地
の

里
に
入
り
自
活
を
始
め
る
。
熱
帯

熱
マ
ラ
リ
ア
（
体
温
四
二
度
）
に
て
入
院
。
退
院
後
、

復
員
ま
で
炊
事
班
長
を
務
め
る
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
九
日

復
員
。
鹿
児
島
港
に
上
陸
。
部
隊
解
散
、
帰
郷
。

（
大
村

記
）

父
と
赤
紙

私
と
特
攻
隊

福
井
県

矢

部

善

昭

ま
え
が
き

私
は
公
民
館
長
時
代
か
ら
、
地
域
の
「
か
た
り
べ
」
と

し
て
生
涯
学
習
に
携
り
、
高
齢
者
、
青
少
年
、
婦
人
グ

ル
ー
プ
、
小
学
校
児
童
達
に
、
戦
争
体
験
、
戦
時
の
耐
乏

生
活
、
Ｂ
29
空
襲
、
学
童
疎
開
、
原
爆
被
害
、
劣
勢
な
科

学
戦
な
ど
模
型
や
紙
芝
居
で
話
を
し
て
い
る
。
同
時
に
当

時
の
国
家
観
、
親
子
関
係
、
人
間
の
絆
な
ど
す
べ
て
が
否
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定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
併
せ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

人
と
し
て
大
切
な
心
の
問
題
も
提
起
し
て
い
る
。
老
兵
に

は
後
世
の
た
め
に
ま
だ
出
番
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

予
科
練
志
望
と
わ
が
父
親

私
は
武
生
中
学
校
四
年
の
時
、
海
軍
甲
種
予
科
練
に
入

隊
し
た
。
動
機
は
学
校
の
勧
め
と
父
の
一
言
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
私
自
身
は
子
供
時
代
か
ら
図
画
が
得
意
な
こ

と
か
ら
、
将
来
は
画
家
を
目
指
し
、
美
術
学
校
進
学
を
密

か
に
考
え
て
い
た
。
中
学
の
配
属
将
校
の
教
官
か
ら
「
頭

の
良
い
者
は
陸
士
、
海
兵
あ
と
は
予
科
練
、
残
っ
た
奴
は

一
銭
五
厘
（
赤
紙
徴
兵
）」
と
言
わ
れ
、
学
校
あ
げ
て
戦

時
一
色
の
世
の
中
で
あ
っ
た
。

当
時
役
場
の
兵
事
主
任
を
勤
め
る
父
も
「
絵
画
と
は
何

事
ぞ
、
兵
学
校
が
駄
目
な
ら
海
軍
に
一
兵
卒
で
入
れ

」

と
息
子
の
考
え
や
そ
の
力
量
を
知
ら
な
い
父
の
命
令
で
あ

る
。
予
科
練
に
入
る
唯
一
の
希
望
は
飛
行
機
に
乗
る
こ
と

だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
父
と
は
、
大
正
時
代
の
海
軍
退
役
軍
人
で
砲
術
上

等
兵
曹
、
善
行
章
四
本
、
軍
艦
「
対
馬
」「
新
高
」
に
乗

り
込
み
、
第
一
次
世
界
戦
争
に
従
軍
の
後
、
海
軍
砲
術
学

校
教
官
、
兵
学
校
砲
術
指
導
員
を
し
て
い
た
。
退
役
後
、

村
役
場
に
奉
職
、
志
願
兵
募
集
や
徴
兵
事
務
、
赤
紙
召
集

令
状
発
令
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
国
策
に
沿
っ
て
熱
心
に

業
績
を
上
げ
て
い
た
父
は
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

一
月
二
十
三
日
、
海
軍
大
臣
（
嶋
田
繁
太
郎
）
よ
り
表
彰

状
を
受
け
、『
こ
こ
に
敢
闘
者
あ
り
、
県
下
随
一
の
海
軍

育
て
の
親
』
と
し
て
福
井
新
聞
に
も
軍
服
姿
で
報
道
さ
れ

た
。
さ
ら
に
一
人
息
子
が
海
軍
入
隊
し
た
こ
と
で
村
で
評

判
に
な
っ
た
。

美
保
航
空
隊
か
ら
峰
山
航
空
隊

昭
和
十
八
年
十
月
一
日
（
第
十
三
期
・
前
期
）、
美
保

空
に
は
一
、
二
〇
七
人
が
入
隊
し
た
（
土
浦
空
な
ど
合
わ

せ
全
国
で
一
〇
、
八
八
九
人
が
入
隊
）。
美
保
航
空
隊
司

令
は
『
月
月
火
水
木
金
金
』
の
作
詞
者
・
高
橋
俊
策
中
佐

で
あ
る
。

「
将
校
練
習
生
」
な
る
名
の
も
と
に
、
待
ち
受
け
て
い
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た
も
の
は
厳
し
い
海
軍
精
神
教
育
だ
っ
た
。
吊
床
訓
練
、

駈
け
足
、
ビ
ン
タ
、
バ
ッ
タ
ー
罰
直
が
続
い
た
夜
、
ハ
ン

モ
ッ
ク
の
中
で
、
こ
こ
へ
送
り
出
し
た
父
の
顔
が
浮
か
ん

だ
。
親
父
を
睨
み
な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
う

夜
が
あ
っ
た
。

十
カ
月
の
厳
し
い
基
礎
教
育
を
卒
業
し
、
昭
和
十
九
年

八
月
、
待
望
の
飛
行
訓
練
航
空
隊
へ
の
進
級
と
な
り
、
操

縦
専
攻
と
し
て
峰
山
航
空
隊
に
一
二
〇
人
が
転
出
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
九
三
式
陸
上
中
間
練
習

機
、
通
称
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
乗
っ
た
。
こ
こ
は
本
格
的
パ

イ
ロ
ッ
ト
養
成
で
あ
り
、
空
中
で
の
命
が
け
の
訓
練
は
美

保
予
科
練
以
上
に
苛
酷
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
も
早
く
一
人

前
に
な
る
目
標
が
あ
り
、
体
は
辛
い
が
心
に
は
光
明
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
峰
山
航
空
隊
で
、
我
々
は
歴
戦
経
験
豊
富
な
素

晴
ら
し
い
教
官
、
教
員
、
先
輩
に
恵
ま
れ
た
。
Ｏ
飛
行

長
、
Ｓ
分
隊
士
、
Ｋ
先
任
教
員
（
の
ち
飛
行
曹
長
）、
Ｉ

先
任
教
員
な
ど
、
厳
し
い
技
術
指
導
の
な
か
で
、
次
第
に

慈
父
、
兄
貴
、
親
友
、
そ
し
て
家
族
的
人
間
関
係
が
培
わ

れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
後
日
の
特
別
攻
撃
隊
編
成
で
こ
れ

が
一
層
深
ま
り
、
半
世
紀
経
た
現
在
も
、
峰
山
空
出
身
者

共
通
の
絆
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

九
三
式
練
習
機
特
別
攻
撃
隊
編
成

さ
て
、
我
々
第
三
十
九
期
生
は
「
赤
と
ん
ぼ
」
で
編
隊

飛
行
、
特
殊
飛
行
（
宙
返
り
、
横
転
、
垂
直
旋
回
）
も
マ

ス
タ
ー
し
、
単
独
飛
行
も
Ｏ
Ｋ
、
次
は
『
ゼ
ロ
戦
』
な
ど

実
用
機
の
訓
練
段
階
に
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
軍
上
層
か

ら
、
本
土
防
衛
体
制
へ
の
転
換
と
い
う
指
令
が
出
た
。
戦

局
が
切
迫
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
練
習
を
止
め
、

全
航
空
戦
力
を
特
攻
作
戦
に
展
開
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。峰

空
保
有
の
飛
行
機
に
あ
わ
せ
て
、
特
別
攻
撃
隊
員
九

十
人
が
第
一
次
選
考
さ
れ
た
。
練
習
機
は
迷
彩
塗
装
さ

れ
、
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾
装
着
用
に
改
装
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

で
こ
の
旧
型
練
習
機
で
敵
艦
に
体
当
た
り
？

ベ
テ
ラ
ン

先
輩
達
は
首
を
傾
げ
た
。
そ
の
性
能
を
「
ゼ
ロ
戦
」
と
比
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較
す
る
と
、

ゼ
ロ
戦＝

金
属
一
枚
低
翼
／
最
高
時
速
五
三
三
キ
ロ
、

エ
ン
ジ
ン
一
五
〇
〇
馬
力
に
対
し
て
、

九
三
式
練
習
機＝

二
枚
翼
一
部
布
張
り
／
高
速
時
速
二

一
四
キ
ロ
、
エ
ン
ジ
ン
三
〇
〇
馬
力
、

と
、
ま
さ
に
大
人
と
子
供
で
あ
る
。
こ
れ
で
敵
の
集
中
砲

火
を
潜
り
抜
け
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
疑
問
は
あ
る

が
と
に
か
く
至
上
命
令
で
あ
る
。

急
降
下
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。
歴
戦
の
ベ
テ
ラ
ン
教
官

も
そ
の
編
成
チ
ー
ム
に
入
り
、
四
機
編
隊
の
ペ
ア
を
組
ん

だ
。
仮
設
目
標
に
急
降
下
し
、
目
測
を
誤
り
海
中
に
突
っ

込
ん
だ
り
、
夜
間
飛
行
で
山
に
墜
落
し
た
り
、
犠
牲
者
が

続
出
し
、
ま
さ
に
死
と
紙
一
重
の
訓
練
が
続
い
た
。

や
が
て
こ
の
編
成
隊
は
「
神
風
特
攻
隊
飛
神
隊
」
忠
部

隊
、
武
部
隊
、
礼
部
隊
、
義
部
隊
と
名
付
け
ら
れ
鹿
屋
、

岩
国
の
出
撃
基
地
に
空
路
転
出
し
た
。
峰
山
空
発
進
時
に

使
用
さ
れ
た
『
神
風
特
別
攻
撃
隊
飛
神
隊
』
と
書
か
れ
た

幟
は
現
在
舞
鶴
海
上
自
衛
隊
内
記
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。

と
こ
ろ
で
神
風
作
戦
初
期
、
比
島
レ
イ
テ
で
ゼ
ロ
戦
特

別
攻
撃
隊
に
よ
り
大
き
な
戦
果
を
あ
げ
て
以
来
、
度
重
な

る
出
撃
に
よ
り
新
鋭
機
が
消
耗
し
、
次
第
に
九
九
艦
爆
、

〇
式
水
偵
、
九
六
艦
爆
な
ど
旧
式
機
に
な
り
、
さ
ら
に
低

性
能
の
練
習
機
（
赤
ト
ン
ボ
、
白
菊
）
の
動
員
と
な
り
、

我
々
の
出
番
が
き
た
わ
け
で
あ
る
。

戦
後
米
軍
の
記
録
に
よ
る
特
別
攻
撃
機
二
八
〇
〇
機

（
搭
乗
員
約
三
七
〇
〇
人
）
の
命
中
率
は
た
っ
た
一
八

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
効
果
に
比

較
す
る
と
戦
争
末
期
は
飛
行
機
が
古
く
搭
乗
員
も
未
熟
速

成
に
な
る
一
方
、
米
軍
は
防
空
シ
ス
テ
ム
の
精
度
向
上
、

新
砲
弾
開
発
で
日
本
機
は
ほ
と
ん
ど
撃
墜
さ
れ
る
運
命
で

あ
っ
た
。
多
く
の
若
者
が
死
ん
だ
、
我
々
も
続
こ
う
と
し

た
何
の
た
め
に
？

だ
れ
の
た
め
に
？

峰
山
空
か
ら
神
町
航
空
基
地
へ
転
出

第
二
次
編
成
の
私
達
三
十
人
は
、
山
形
県
神
町
基
地
に

着
任
し
た
。
峰
山
航
空
隊
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
直
ち

に
特
別
攻
撃
態
勢
継
続
の
通
達
が
あ
っ
た
。
一
部
の
者
は
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ロ
ケ
ッ
ト
特
攻
機
「
秋
水
」
要
員
に
抜
擢
さ
れ
「
桜
花
部

隊
」
へ
転
出
し
た
。
我
々
特
攻
隊
員
は
計
画
に
基
づ
き
、

九
三
式
練
習
機
に
爆
装
し
、
降
爆
訓
練
は
夜
間
を
主
力
と

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
米
艦
載
機
の
空
襲
を
避
け
な

が
ら
、
逐
次
出
撃
態
勢
を
整
え
て
い
た
。

我
々
の
任
務
は
当
時
の
海
軍
作
戦
指
令
に
よ
れ
ば
、
第

十
航
空
艦
隊
傘
下
で
本
土
決
戦
の
東
北
対
策
、
ソ
連
軍
上

陸
に
備
え
る
と
し
て
い
た
。
私
の
専
用
機
六
五
一
号
を
整

備
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
機
が
迫
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

「
と
に
か
く
死
ね
ば
良
い
の
だ
」
と
自
問
自
答
、
平
静
な

心
境
で
時
を
待
つ
日
が
続
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
突
然
、
父
が
は
る
ば
る
福
井
か
ら
面

会
に
来
た
。
航
空
隊
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
飛
行

場
の
隅
で
二
十
分
程
面
会
し
た
が
深
い
話
は
せ
ず
、
今
か

ら
搭
乗
す
る
自
分
の
機
体
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
た
。
父
は
下

か
ら
手
を
振
る
か
ら
と
言
っ
た
。
こ
れ
が
「
最
後
の
会

話
」
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
笑
顔
で
別
れ
た
。

帰
っ
て
行
く
父
の
後
姿
は
以
前
よ
り
一
周
り
小
さ
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

八
月
に
入
る
と
日
本
近
海
に
た
む
ろ
す
る
米
機
動
部
隊

か
ら
艦
載
機
の
基
地
攻
撃
が
烈
し
く
な
り
、
飛
行
場
に

あ
っ
た
九
六
陸
攻
な
ど
大
型
機
一
六
機
が
目
の
前
で
撃
破

炎
上
さ
れ
、
滑
走
路
も
穴
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
我
々
の
小

型
飛
行
機
は
近
く
の
山
林
に
隠
蔽
し
無
事
で
あ
っ
た
が
、

呆
然
自
失
の
我
々
に
、
ソ
連
軍
が
上
陸
す
る
と
搭
乗
員
は

処
刑
さ
れ
る
と
の
噂
が
流
れ
た
。「
死
ん
だ
筈
の
命
」
が

急
に
惜
し
く
な
り
、
着
の
身
着
の
ま
ま
戦
友
Ｍ
君
（
滋
賀

県
）
と
貨
物
列
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
こ
れ
が
特
攻
隊
員
の

末
路
か
、
暗
い
貨
車
の
中
で
呟
き
な
が
ら
故
郷
へ
帰
る
二

人
の
「
凱
旋
」
の
姿
で
あ
っ
た
。

父
の
残
し
た
赤
紙

山
形
県
神
町
か
ら
貨
物
列
車
が
よ
う
や
く
鯖
江
に
着
い

た
。
奇
し
く
も
八
月
二
十
五
日
は
わ
が
誕
生
日
、
十
九
歳

の
早
朝
で
あ
る
。
玄
関
を
開
け
た
。
父
は
黙
っ
て
迎
え
入

れ
、
早
速
仏
壇
に
参
り
帰
宅
を
報
告
し
た
。
父
の
姿
に
は

か
つ
て
の
『
海
軍
育
て
の
敢
闘
者
の
面
影
』
は
な
く
、

す
っ
か
り
疲
れ
き
っ
た
老
人
の
姿
で
あ
っ
た
。
以
後
、
海
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軍
の
話
を
し
な
く
な
っ
た
父
は
七
十
三
歳
で
他
界
し
た
。

後
年
、
父
の
年
忌
日
に
仏
壇
の
奥
に
多
数
の
赤
紙
受
領

証
が
置
い
て
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
の
数
三
九
一
枚
、

昭
和
十
二
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
九
年
間
、
六
十

五
人
の
戦
死
者
を
含
め
、
新
横
江
地
区
の
赤
紙
の
全
数
で

あ
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
が
敗
戦
の
と
き
役
場
に
は
軍
関

係
書
類
は
す
べ
て
焼
却
指
令
が
出
さ
れ
た
が
、
当
時
役
場

の
兵
事
係
で
あ
っ
た
父
は
、
自
分
が
取
り
扱
っ
た
こ
れ
ら

赤
紙
は
、
皆
尊
い
「
命
の
代
償
」
で
あ
り
、
と
て
も
焼
却

処
分
は
で
き
な
い
と
し
て
密
か
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
判

明
し
た
。

年
次
別
に
は
昭
和
十
八
〜
十
九
年
頃
は
、
一
家
の
柱
で

あ
る
四
十
歳
以
上
の
人
に
も
ど
ん
ど
ん
発
令
さ
れ
て
い

る
。
一
家
で
二
人
、
三
人
戦
死
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
。

い
ま
で
も
こ
の
一
枚
一
枚
か
ら
悲
壮
な
叫
び
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

父
の
思
い
も
含
め
私
は
こ
れ
を
大
事
に
保
管
し
て
置
こ

う
と
思
う
。（
昭
和
四
十
八
年
八
月
十
三
日
福
井
新
聞
に

記
載
）

今
私
は
生
き
て
い
る
。
手
許
に
、
あ
の
時
着
用
し
た
飛

行
服
と
飛
行
手
帳
、
そ
れ
に
父
が
出
撃
用
に
と
贈
っ
て
く

れ
た
軍
刀
が
あ
る
。
将
来
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
後
世
の

人
が
考
え
れ
ば
よ
い
。
再
び
過
ち
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
こ
の
『
過
去
の
遺
物
』
が
警
鐘
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

【
解

説
】

﹇
経

歴
﹈

昭
和
二
年
八
月
二
十
五
日
、
生
ま
れ

昭
和
十
五
年

県
立
武
生
中
学
校
に
入
学

昭
和
十
八
年
十
月
一
日

甲
飛
予
科
練
十
三
期

前
期
）

鳥
取
県
美
保
航
空
隊
に
入
隊

昭
和
十
九
年

飛
行
術
練
習
課
程
（
飛
練
三
十
九
期
操

縦
専
攻
）
京
都
府
峰
山
航
空
隊

昭
和
十
九
年
六
月

特
別
攻
撃
隊
編
成
、
山
形
県
神
町

航
空
隊
（
通
算
飛
行
回
数
一
八
九
回
、
延
時
間
六
十

六
時
間
）
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昭
和
二
十
年

﹇
終
戦
﹈

昭
和
二
十
一
年

福
井
工
専
に
入
学
（
染
色
科
学
科
）

昭
和
二
十
三
年

地
元
Ｓ
繊
維
会
社
に
入
社
、
技
術
畑

で
四
十
三
年
勤
続
、
六
十
五
歳
で
退
職

平
成
六
年

鯖
江
市
教
育
委
員
会
よ
り
新
横
江
地
区
公

民
館
嘱
託
館
長
拝
命
、
六
年
間
勤
務
後
退
任

平
成
十
三
年

鯖
江
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
（
エ
コ
プ
ラ
ザ
委
員
）

平
成
十
四
年

鯖
江
新
横
江
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
平
成
十
五
年

福
井
県
美
保
空
会
（
甲
飛
会
）
役
員
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